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ＯＫＩグループは「常にお客様にご満足いただける商品をご提供します」という品質理念のもと、お客様
を「モノづくり・コトづくり」の中心に考え、商品・サービスを、安全や使いやすさに十分配慮して開発・生
産・提供するための取り組みを進めています。

品質・生産への取り組み
価値創造基盤

品質活動の取り組み
OKIグループにおける商品の品質保証は、商品ライフサイク
ルに関するすべての部門、従業員の活動によって実現していま
す。グループ全体を見るグループ品質保証部門と、事業単位
の品質機能としての事業部門別の品質保証部門が連携して
グループ全体の品質保証活動を行っています。

品質方針に基づく品質改善活動
ＯＫＩは 品質理念のもと、グループ共通の品質方針を掲げ、
組織横断での品質改善活動に取り組んでいます。
◦品質不正防止活動の取り組み
2019年度は、従来の現場調査に加え、新たな活動として
品質不正防止の啓発も兼ねて、OKIの全従業員を対象とした
アンケート形式での書面調査を行い、不正の土壌や兆しがな
いかなどを確認しました。
◦改善活動の取り組み
ＯＫＩでは、商品開発に関わるプロジェクトが完了後、そのプ
ロジェクトの上流から最終工程までを振り返り、お客様の視
点に立って改善を行う仕組みを構築しています。

◦情報発信／経験の継承の取り組み
ＯＫＩでは、各生産拠点の担当者が集まって日々の改善活
動を発表・表彰するサークル活動を実施しています。また、グ
ループ全体を対象とした
「生産・品質改革大賞発
表会」では、良い取り組み
を表彰するとともに共有
し、水平展開・継承を図っ
ています。

安全・使いやすさへの取り組み
OKIグループでは、「商品安全基本方針」のもと、自社での
活動はもちろん、お取引先との契約に安全要求を盛り込む
など、さまざまな側面から商品安全に取り組んでいます。また
“バッドニュースファースト”をキーワードに、品質問題発生時
の迅速な対応をルール化し、原因となった事象の是正および
再発防止が完了するまで、その進捗を管理しています。

ユニバーサルデザインの取り組み
ＯＫＩグループでは「ユニバーサルデザイン」を、「ユーザビリ
ティ（基本的な使いやすさ）」と「アクセシビリティ（高齢者や障
がいのある人などへの配慮）」という２つを高いレベルで実現
し、すべてのお客様に効果的・効率的に、満足してご利用い
ただける状態と定義して、検証実験などを通じて集めた利用
者の方々のご意見を商品・サービスに反映しています。
高齢のお客様にも製品を便利に使っていただくために、開
発者が高齢者疑似体験セットを装着して不自由さを体験す
る研修を実施し、新人研修でもユニバーサルデザインやユー
ザーエクスペリエンスの考え方を学ぶ単元を設けています。

生産・品質改革大賞発表会
（2019年12月）の様子

疑似体験セット 装着研修の様子

品質理念（概要）
常にお客様にご満足いただける商品をご提供します

2020年度OKIグループ品質方針（概要）
１．�品質不正防止の徹底 関連法令・規格・お客様との約束・自主基準

を遵守し、不正を生まない風土を育む

２．改善活動の継続 お客様の視点に立ち、自ら仕事を振り返り、
お客様の満足・商品品質の向上を目指す

３．�品質活動の 
情報発信強化

自らの経験だけでなく、他者の経験からも
学び、技術・ノウハウをしっかり継承する

経営層

グループ品質保証部門
「責任者：品質責任者」

事業部品質保証部門
「責任者：事業部門経営層」

各事業部門
各事業部門

品質保証の体系

Webサイト「品質への取り組み」
https://www.oki.com/jp/quality/
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ステークホルダーの声にお応えして公正な企業活動を推進していくためには、お取引先の協力が不可
欠です。OKIは「OKIグループ資材調達方針」において「公明正大で差別のない取引先選定」「CSRに配慮
した調達活動」「適正な品質・コストの追求と資材の安定調達」を調達活動の基本的な考え方として公表
し、お取引先との信頼関係構築に努めています。

サプライチェーンにおける取り組み

法令遵守の取り組み
OKIは、「OKIグループ行動規範」に則り、公明正大で差別の
ない取引先選定と、誠実かつ公正な取引の実施に努めていま
す。適正な調達活動を行うため、毎年2回「購買法務研修会」
を実施し、子会社を含めた資材・調達関連部門の担当者を対
象に、下請代金支払遅延等防止法をはじめとする関連法令や
OKIグループの施策に関する教育・情報共有を行っています。
2019年度は7月と12月に開催し、延べ165名が参加しました。

CSR調達の推進
お取引先へのCSRガイドラインとして、「OKIグループ　サ
プライチェーンCSR推進ガイドブック※」を定め、本ガイドライ
ンに基づき、国内外のお取引先へセルフアセスメント調査票に
よるCSR調査を実施しています。国内のお取引先へは、訪問に
よるCSRの取り組みの確認も行っています。調査結果は各社
にフィードバックし、必要な是正などをお願いしています。ESG
に対するステークホルダーの関心のさらなる高まりを踏まえ、
CSR調査における調査内容の拡充、見直しを進めています。

調達BCP（資材の安定調達）
OKIグループは、社会インフラを支える商品を数多く提供

しています。こうした事業における資材の安定調達のため、
調達BCPの仕組みを整備しています。近年の台風、豪雨と
いった自然災害の頻発も受け、グループ共通の手順書を策
定し、お取引先の製造拠点所在地の定期的な調査、有事の
際の連絡方法改善など災害発生に備えています。
2019年度は、甚大な被害をもたらした台風19号、世界
規模で拡大する新型コロナウイルス感染症の発生を受け、
OKIグループ各社でお取引先と連絡、調整を重ね、サプライ
チェーンを維持してきました。引き続き、新型コロナウイルス
感染症の拡大による従来の慣行や働き方の変革に対応すべ
く、仕組みの改善に取り組みます。

※�社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）「サプライチェーンCSR推進ガイド
ブック」に準拠。人権・労働、安全衛生、環境、公正取引・倫理、品質・安全性な
どの項目からなる。

生産への取り組み
モノづくり基盤強化プロジェクト 活動開始
ＯＫＩグループでは、“お客様にとってのモノづくりとは何か”と
いう視点に立ち、モノづくりの見直しを実施しています。従来の
生産体制は、事業・開発部門に生産部門・工場が紐づけされた
結果、組織ごとに開発ツールや工場のシステムが異なり、互換
性に欠ける仕組みとなっていました。この“事業-工場”という枠
組みではなく、製品の特性（試作品・量産品・少ロット製品・大型
システム製品など）と、各工場の得意な生産をマッチングさせ、
最適な工場でモノづくりができる「バーチャルOne Factory」
の構築を目指します。これを実現するため2020年度より、各種
開発ツールや生産管理システムの統一を進めるとともに、環境

対応・各種法規制対応・教育／人財の活用を含めた「モノづくり
基盤強化プロジェクト」を開始します。

モノづくり基盤強化プロジェクト

工場-A 工場-C工場-B 工場-D 工場-E 工場-Z

…

……

バーチャルOne Factory 生産システムの統一
生産管理システム・原価システム・生産技術…

組み立て・試験がメインの製品

事業-① 事業-② 事業-③ 事業-④ 事業-Ⓧ

設計環境の標準化／統一
CAD・PDM・PLM・プロセス・データ…

標準化

法・規制遵守

教育・人財

環境貢献

事業

工場

製品特性・工場特長にて最適振り分け




